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20 世紀 80 年代以来、科学技術、経済、文化など中国と日本の関係は非常に深まって

きた。日本語ができる人材もそれに相応して需要が高まった。日本語の学習者は年々増加

しつつある。速い変化に富む世界に応じ、教育に対する要求も変わりつつある。この現状

によって、中国人留学生の日本語学習はかなり重要である。日本語学習に影響を与える要

因は様々であるが、多くの先行研究により、第二言語習得における、学習者の情意要因を

中心としての研究は重要な地位を占めている。英語学習の動機づけと不安についての研究

がよく見られるが、日本語学習の動機づけと不安に関する研究は少ない。本研究では、中

国人日本語を学習する異なる段階の学習者の動機づけと第二言語不安に焦点に当て、彼ら

の実況に着目して実証的な調査を行う。具体的には、 

①日本語学習者の動機づけと第二言語不安の実態を調査する。 

②日本語学習者の動機づけと第二言語不安の構成する因子か明らかにする。 

③日本語学習者の動機づけと第二言語不安との間の相関関係はどうであるを分析する。 

調査では、中国の A 公立高校において日本語を習っている高校三年生 55 名（男 24 名

女 29 名）と B 公立大学の外国語学群日本語専攻の三年生 22 名（男 7 名女 15 名）を対象

としてアンケート調査を実施した。まず、動機づけと不安のデータを計算して、平均値の

上位五番名を取り上げて、結果を分析した。次に、データを導入して、 SPSS ソフトウェ

アを利用し、因子分析を行った。最後に、因子分析の調査結果を踏まえ、SPSS ソフトウ

ェアを利用して、ピアソンの積率相関係数の検定を行った。 

分析の結果から以下のことが明らかになった。 

第一に、動機づけのデータによると、高校生も大学生も日本へ留学したくて、異文化を

了解したいという動機づけが強いことを示している。日本語の知識を学ぶよりも、視野を

広げ、自分の能力を向上させたいと思っている。異なる点として、日本の映画、ドラマは

若者の間にとても人気があって、高校生は文化的な意識が強いことを示している。大学生

は「受験教育」に影響されて、授業試験や資格受験のほうがもっと重視されている。 

不安のデータによると、高校生も大学生も授業における教師からの質問することによっ

て不安状態に陥ってしまうことが読み取れる。次には、学習者は教師やクラスメイトのま

えで誤りを犯すことを恐れると、とても緊張して知っているものが思い出せない状態がよ

くある。高校生も大学生も「受験教育」に影響されて、試験を重視している。特に高校生、

中国の両親は大学入試を重視しているので、高校生は大学入試に対するプレッシャーが大

きい。 

 第二に、動機づけの因子分析によって、「自身を高める型動機づけ」、「学業と仕事型

動機づけ」、「文化型動機づけ」という 3 つの因子を抽出した。因子構成は高校生と大学

生の日本語学習者と同じであるが、それぞれの占める割合が違っている。高校生の場合は

「自身を高める型動機づけ」の割合が一番大きいが、大学生のほうが「文化型動機づけ」

の割合が一番大きい。 

 学習者の不安の因子分析によって、高校生の場合は、「テストによる不安」、「評価に

対する不安」、「コミュニケーション不安」という 3 つの因子を抽出した。大学生は、「教

師の存在に伴う言語学習に関わる不安」、「テストによる不安」、「自尊心を脅かす、間

違うことに対する不安」という 3 つの因子を抽出した。 

 第三に、高校生の「自身を高める型動機づけ」と「テストによる不安」は中等的な負の
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相関関係があり、「学業と仕事型動機づけ」と「コミュニケーションによる不安」は弱い

負の相関関係をはっきり示されている。大学生の場合、「自身を高める型動機づけ」と「テ

ストによる不安」は中等的な負の相関関係があり、「文化型動機づけ」と「テストによる

不安」の間に弱い負の相関関係がある。 

 本研究の限界と今後の課題を提示しておく。今回の調査は対象として学習者が二つの学

校に限って、日本語教育に対して、不十分かもしれないだけではなく、SPSS 統計方法に

よって個々の学習者の具体的な状況は明確ではないという欠点もある。また学習者の成績、

学習方法との関係を考慮していないので、どのような学習ストラテジーを使うか、学習の

動機づけを高め、不安を軽減し、習得効果を上げることができるか及び異なる動機づけで

学習ストラテジーの選択は違いがあるのかを具体的に検討することが今後の課題である。 
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